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じ

　

て

　

保

　

存

　

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う

改
良
住
宅
建
設

事
業
全
て
完
了

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
高
松
改
良
住
宅
四
棟
百
二
十
戸
（
写

真
）
が
ほ
ぼ
出
来
上
り
、
三
月
上
旬
に

入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
本
町
の
改
良
住
宅
建
設
は
、

昭
和
四
十
四
年
の
吉
田
改
良
か
ら
始
ま

り
全
て
が
終
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
建
設
戸
数
は
、
吉
田
七
百
九
十

八
戸
、
鯉
口
二
百
二
十
戸
、
高
松
七
百

三
十
八
戸
の
計
一
千
七
百
五
十
六
戸
と

な
り
ま
し
た
。

改
良
住
宅
建
設
は
、
老
朽
住
宅
を
と

り
の
ぞ
き
、
住
宅
環
境
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

で
、
一
部
旧
社
宅
を
残
し
、
新
し
い
五

階
窪
の
中
高
層
ビ
ル
に
生
ま
れ
か
わ
り

ま
し
た
。

水
巻
町
の
住
宅
事
業
も
日
炭
閉
山
後

十
年
、
一
応
の
目
途
が
つ
い
た
と
い
え

ま
す
。
こ
れ
で
、
町
内
の
公
営
住
宅
関

係
は
町
営
以
外
に
、
五
十
七
年
度
完
成

の
お
か
の
台
県
営
住
宅
（
完
成
時
七
百

二
十
戸
）
、
五
十
六
年
度
建
設
の
雇
用

促
進
事
業
団
住
宅
八
十
戸
、
梅
ノ
木
公

団
団
地
（
最
終
千
四
百
六
十
戸
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町の人口
（1月禾現在）

人　口　　　　27，291人

男　　　　13，331人

女　　　　13，960人

世帯数　　　8，512世帯

転入121人　　出生　44人

転出137人　死亡16人

（1月異動）

吉田保育園（7月開園）では3才未満児の園児を募集中～受価ま役場社会課まで
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昭和56年（1981年）

国際障害者年

醜
くテーマ〉完全参加と平等

ⅢⅢ冊

わ
が
国
で
は
、
約
三
百
五
十
万
人
以

上
の
人
が
心
身
に
障
害
を
も
っ
て
い
る

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化

社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
脳
卒
中
の
後
遺

症
な
ど
に
よ
る
障
害
者
が
増
え
る
と
と

も
に
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
な
ど
に

よ
る
障
害
者
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
障
害
者
に

な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ー
と
い
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障

害
者
問
題
は
、
単
に
障
害
を
も
つ
人
だ

け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、

幅
広
い
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
も
っ
て

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

今
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
－
国
連

総
会
で
決
定
さ
れ
た
世
界
的
規
模
の
行

動
で
、
テ
ー
マ
は
、
障
害
を
も
つ
人
の

社
会
へ
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
で
す

障
害
を
も
つ
人
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん

な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会

づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
年
Ｉ
「
国
際

障
害
者
年
」
に
当
た
っ
て
、
み
ん
な
で

考
え
ま
し
ょ
う
。

集

　

団

　

見

　

合

　

い

県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
、

身
障
者
の
み
な
さ
ん
が
気
楽
に
安
心
し

て
結
婚
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
生
涯

苦
楽
を
共
に
す
る
よ
き
伴
侶
を
広
い
範

囲
か
ら
求
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
2
9
日
　
1
0
時
3
0
分
～
1
5

時

▼
会
場
　
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
福

岡
市
六
本
松
1
－
2
－
2
2
）

▼
申
込
先
　
3
月
1
5
日
ま
で
県
身
体
障

害
者
結
婚
相
談
（
曾
0
9
2
・
7

5

・

3

2

3

9

）

ま

で

国
立
県
営
福
岡
身
障
者

職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

▼
募
集
科
　
洋
服
、
洋
裁
、
軽
印
刷
、

製
版
田
、
義
肢
装
具
、
印
章
彫
刻
、

一
般
事
務
、
理
容

▼
申
込
期
限
　
3
月
1
0
日
ま
で

申
込
み
、
く
わ
し
く
は
福
岡
身
障
者

職
業
訓
練
校
～
小
倉
北
区
萩
崎
町
2
番

1

号

（

曾

9

2

1

・

2

6

0

0

）

ま

で

福
岡
障
害
者

雇
用
自
立
セ
ン
タ
ー

間
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
者
の
か
た

の
た
め
に
㊥
就
職
相
談
㊥
指
導
、
講
習

㊥
各
種
器
具
の
展
示
、
そ
の
他
に
次
の

助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成

金
㊥
身
体
障
害
者
能
力
開
発
訓
練
施
設
設

置
等
助
成
金

㊦
身
体
障
害
者
等
住
宅
等
確
保
助
成
金

㊤
そ
の
他

確

定

申

告

は

3

月

1

6

日

ま

で

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
も
う
申
告
は

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。
申
告
期
限

は
3
月
1
6
日
ま
で
で
す
。
期
限
が
近
づ

き
ま
す
と
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で

早
め
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。今
後
の
申
告
相
談

㊥
農
業
所
得
の
あ
る
方

2
月
2
5
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

下
二

2
月
2
6
日
　
吉
田
一
、
二
、
三
、
頃

末
、
机

2
月
2
7
日
　
古
賀
、
樋
口
、
猪
熊

時
間
　
9
時
～
1
6
時

場
所
　
役
場
東
別
館
（
グ
ラ
ン
ド
横
）

鯖
節

㊥
所
得
税
申
告
相
談

。

日

時

　

3

月

4

日

、

5

日

9

時

3

0

分

～

1

6

時

。
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

㊥
譲
渡
所
得
申
告
相
談

。
日
時
　
3
月
4
日
　
9
時
3
0
分
か
ら

。
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

㊥
税
廊
士
相
談

。

日

時

　

3

月

4

日

～

5

日

9

時

3

0

分

～

1

7

時

。
場
所
　
水
巻
町
商
工
会
館

㊥
若
松
税
務
署
内
相
談

。
［
日
時
　
3
月
1
6
日
ま
で
毎
日
9
時
～

1
7
時
（
但
し
、
土
曜
の
午
後

日
祭
日
を
除
く
）

。
場
所
　
若
松
税
務
署
（
徽
7
6
1
・

2

5

3

6

）

～

白

山

1

の

2

町

営

住

宅

町
で
は
、
昭
和
5
6
年
度
空
家
町
営
住

宅
（
別
表
）
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
早
め
に
申
込
み
下
さ
い
。

㊥
申
込
受
付
期
間

3

月

1

0

日

～

3

月

2

0

日

㊥
申
込
用
紙
の
交
付

役
場
住
民
課
（
3
月
2
日
か
ら
）

㊥
申
込
先
役
場
住
宅
管
理
係

㊥
申
込
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内
に
住

所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
る
こ
と
。

㊥
水
巻
町
内
で
外
国
人
登
録
を
行
っ
て

い
る
方
で
「
昭
和
2
7
年
4
月
2
8
日
」

（
平
和
条
約
発
効
日
）
に
日
本
国
籍

を
離
脱
し
た
者
で
、
昭
和
2
0
年
9
月

2
日
（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
〕

以
前
か
ら
引
続
き
本
邦
に
在
留
し
て

い
る
者
及
び
そ
の
直
系
卑
属
で
本
邦

で
出
生
し
、
引
続
き
在
留
し
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と
。

空

家

募

集

㊥
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

④
申
込
者
及
び
同
居
親
族
の
収
入
の
合

計
が
一
定
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
男
子
6
0
歳
、
女
子
5
0
歳
以
上
の
単
身

者
、
身
体
障
害
者
（
制
限
あ
り
）
等

の
単
身
者
の
申
込
み
は
で
き
ま
す
（

木
造
2
種
の
み
〕
　
　
　
　
壱
1

⑥
現
に
住
宅
に
因
窮
し
て
い
る
者
叫
、

⑦
家
賃
の
支
払
い
等
に
つ
き
確

鮮
臣

帯
帯
保
証
人
1
名
が
あ
る
こ
と
。

⑧
入
居
す
る
世
帯
全
員
が
団
地
内
で
円

満
な
社
会
共
同
生
活
が
で
き
る
こ
と

※
申
込
み
は
、
一
世
帯
で
一
戸
し
か
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
種
類
に
申
込

む
か
を
決
め
て
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
付

け
ま
せ
ん
。

入
居
予
定
は
5
6
年
4
月
1
日
か
ら
5
7

年
3
月
3
1
日
と
な
り
ま
す
。

い野 猪頃垣下二 ．’’‾士
－ 口
五吉 鯉 高 団

蓋昌 霊‡宗宗諌 璃 階昌 ‖

団

松

団
地

地地 住住住住 住 建 地 建地 地 地 名

2 2 1 2 撃 1 頸 1 欒 1 種

種 種 種 種 混 ・
合 2
混 ・
合 2
混 ・
合 2
別

二彿 簡木 簡 木 二簡 五中 五 中 五中 構

造

皆 ・ ・造 ー造 白　－建 平平 平平 建 建 建 自
建

6 6　 6 6　 6 6　4．5 6　 6 6 6　4．5
間

取

り

6 4ｊ　4．5 3　 6 3　4ｊ 4ｊ　6 6 6　4．5

6 ＤＫ　Ｋ 4．5　ＤＫ4．5　4ｊ
3 品

6 6　 6

ＤＫ Ｋ Ｋ　 Ｋ ＤＫ ＤＫ ＤＫ　ＤＫ

1 1
5　 4 6　 5 7　 6

1 1 1 2　1
家

賃

8 ．6 0　 8 ．、9　8 （1　4

0 ・－0 7 ～7 3 一一3 5 ～0 0 ～5
予、 、
定7～7
予、
走7－7

0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 藷0　0 額0　0
0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 ）0　0 ）0　0
円　 円 円　 円 円　 円 円　 円 円　 円 円　円 円　円

5 5 8 8 5 8

み人
璃

戸 戸 Ｐ 戸 戸 Ｐ 教込

国民年金の保険料は4月から4タ500円（現行3，770円）になります
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㍉
．

吉

田

グ

ラ

ン

ド

の

開

放

吉
田
グ
ラ
ン
ド
を
昭
和
5
6
年
4
月
1

日
よ
り
、
一
般
に
開
放
い
た
し
ま
す
。

球
種
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

軟
式
野
球

使

用

料

　

町

内

　

　

　

7

0

0

円

町

外

　

2

、

1

0

0

円

申
込
み
は
、
水
巻
町
教
育
委
員
会
で

使
用
申
込
書
に
よ
り
、
申
込
み
許
可
を

受
け
て
下
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
堅
く
お
断
り
し

ま
す
。
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
と
き
は
許
可

し
ま
せ
ん
。

‖
公
安
秩
序
ま
た
は
風
俗
を
み
だ
す
恐

れ
が
あ
る
と
き

の
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
き

㈹
施
設
等
を
き
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
用
そ
の
他
、
グ
ラ
ン
ド
の
管
理
上
支
障

が
あ
る
と
き

糊
非
常
の
場
合
、
そ
の
他
町
に
お
い
て

必
要
が
あ
る
と
き

申
込
期
限

町
内
使
用
者
は
翌
月
を
含
め
2
か
月

先
ま
で

町
外
使
用
者
は
翌
月
ま
で

猪
熊
、
吉
田
グ
ラ
ン
ド
日
曜
日
の
使
用
に
つ
い
て

日
曜
日
の
使
用
申
込
み
が
殺
到
し
、

使
用
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
要
領
で
行

い
ま
す
。

町
内
申
込
み
は
、
翌
月
を
含
め
た
2

か
月
前
の
第
一
月
曜
日
、
町
民
会
館
二

階
会
議
室
で
、
年
後
1
3
時
よ
り
抽
選
を

行
い
ま
す
。

申
込
み
に
は
、
次
の
こ
と
を
厳
守
の

！
，
．
，
ｌ
1
．
㌔
．
Ｊ
ｌ
一
1
．
：
．
．
一
ｌ
・
．
・
．
1
ヽ
－
′
：
，
．
／
＿
＿
：
．
．
ヽ
′
ｌ
，
．
′
ヽ
．
・
，
．
ヽ
．
／
，
・
：
ｌ
1
．
．
，
，
ｌ
′

共
同
募
金
（
赤
い
羽
根
）
あ
り
が
と
う

赤
い
羽
根
運
動
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
か
ら
お
よ
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
今
後
の
水
巻
町
の
「
福

祉
づ
く
り
に
」
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
と
①
使
用
回
数
は
1
チ
ー
ム
、
月
3
回
ま

で
と
し
、
1
回
の
時
間
は
3
時
間
と

す
る

㊥
同
一
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
申
込
者
を

替
え
て
、
申
込
む
こ
と
は
で
き
な
い

㊥
町
内
居
住
者
が
、
町
外
チ
ー
ム
の
肩

が
わ
り
を
し
て
、
申
込
む
こ
と
は
で

き
な
い

④
町
主
催
事
業
等
で
、
支
障
の
あ
る
時

は
、
申
込
後
で
も
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

㊥
4
月
、
5
月
分
の
日
曜
日
使
用
に
つ

い
て
の
抽
選
は
、
3
月
9
日
、
町
民

会
館
2
階
会
議
室
で
午
後
1
時
よ
り

行
い
ま
す
。

注
意
事
項

⑦
コ
ー
ラ
等
の
あ
き
か
ん
は
、
く
ず
か

ご
に

㊥
喫
煙
に
つ
い
て
は
所
定
の
場
所
で
（

ベ
ン
チ
を
除
く
、
イ
ン
フ
ィ
ル
ド
内

で
喫
煙
し
て
い
る
場
合
は
、
即
退
場

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

㊦
球
場
使
用
後
は
、
必
ず
整
地
し
て
退

場
し
て
下
さ
い
。

み
ん
な
の
施
設
で
す
。
ゆ
す
り
合
い

大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
保
護
者
の
か
た
　
へ

就
　
学
　
貸
　
付
　
金

▼
貸
付
額

。
小
・
中
学
校
、
2
万
5
千
円

。
高
校
　
　
　
　
9
万
円

▼
申
込
み
　
3
月
1
日
～
7
日
ま
で

役
場
民
生
係
へ

3
月
の
支
給
白
は
2
月
2
8
日

3
月
1
日
は
日
曜
日
の
た
め
、

3
月
の
支
給
日
は
2
月
2
8
日
（
土

曜
日
）
　
で
す
。

三
段
以
下
選
手
権
試
合

優
　
勝
　
皆
尺
寺
敏
紀
三
段

準
優
勝
　
楕
松
　
利
光
三
段

四
・
五
段
選
手
権
試
合

優
　
勝
　
永
野
　
勝
久
四
段

準
優
勝
　
野
上
　
　
俊
五
段

音
定
資
産
の
縦
覧
ｉ

▼

日

時

　

3

月

2

日

～

2

3

日

8

時

3

0

分

～

1

7

時

（
た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
祭

日
は
除
き
ま
す
）

▼
場
所
　
役
場
課
税
係

婦
人
問
題
に
つ
い
て
の

論
文
募
集
中

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

昭和55年度共同募金（赤い羽根）実績

目　 標　 額
5 5年 度 54 年 度 比 較 増減

4 ．110 ．5（泊 3 ．42 5 ．（Ｘ氾 68 5 ．5 ∝〉

実

績

戸 別 募 金 2 ，5 66 ．4 44 2 ，08 9 ．96 7 47 6 ，4 77

バ ッ ジ募 金 2 60 ．00 ） 2 35 ．50 0 2 4 ．500

法 人 募 金 725 ．（氾0 6 35 ，∝船 9 0 ．㈱

職 域 募 金 － 3 ．69 3 △　 3 ．6 9 3

預 金 利 子 6 35 55 5 8 0

計 3 ．55 2 ．0 79 2 ，9 64 ，7 15 58 7 ．3糾

地　域　別　実　績

地 区 名 妄 甘 藷 地 区 名 ・妄 瞥 嘉

立　 屋　 敷 2 6 ．55 0 古　　　 賀 8 1 ，0（氾

伊　 左　 座 5 3 ．4㈹ 新　 生　 街 28 ，7（氾

み ず ほ 団 地 1 48 ．05 0 樋　　　 口 1 10 ．5∝ｌ

138 ．050 猪　　　 熊 18 2 ．0 70

二　 町　 住 3 0 ．350 猪 熊 ｌＴ住 3 6 ，3（柏

下　　　 二 12 3 ，300 梅 ノ木 団 地 Ａ 6 0 ．36 4

下 二 町 住 4 4 ．8∝〉 梅 ノ木 団 地 Ｂ 25 ．2（沿

入 江 興 産 2 2 ，5（氾 捏 Ｅ＝ ヨ 地 44 ，2 00

株　 住　 宅 5 ．750 机　 社　 宅 19 ．3 50

吉　 田　 一 1 12 ．5〔沿 宮 ノ下 社 宅 7 ，6 80

吉　 田　 二 19 1 ．05 0 古　 賀　 区 3 6 ．㈱

吉　 田　 三 2 13 ．750 樽 ノ　木 区 14 ，0 （カ

吉 圧＝ 司 地 10 1 ．420 高 松 団 地 17 4 ，7 50

美 吉野 団地 9 1 ．350 お か の 台 4 3 ．2（鳩

噴　 末　 商 15 2 ，26 0 高 尾 団 地 3 6 ．3∝〉

頓　 東　 北 17 3 ．9∝Ｉ

軌 3 7 ．850 計 2 ．56 6 、4 44

第
ｌ
回
水
巻
町

剣
道
選
手
権
大
会

一
月
二
十
五
日
、
水
巻
町
勤
労
青
少

年
セ
ン
タ
ー
で
、
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

争
奪
戦
と
し
て
開
催
さ
れ
、
町
内
剣
道

有
段
者
四
十
名
が
集
り
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
団
体
戦
は
南
北
親
善
対
抗
試
合
は
南

地
区
が
勝
ち
ま
し
た
。

。
個
人
戦

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
膚

和
5
6
年
1
月
現
在
で
申
請
の
あ
っ
た
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
縛
登
録
申
請

書
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
選
挙

人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
質
し
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
2
3
日
～
3
月
9
日

▼
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

▼
場
所
　
役
場
住
民
課
（
選
挙
管
理
委

員
会
）

縦
覧
希
望
者
の
か
た
は
、
住
民
課
受

付
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
あ
ら
ゆ
る
分
野

へ
の
男
女
の
共
同
参
加
」
と
し
て
次
の

三
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
う
ち
か
ら
ひ
と

つ
を
選
択
し
、
実
践
活
動
や
体
験
を
ふ

ま
え
た
論
文
に
し
て
下
さ
い
。

①
男
女
の
共
同
責
任
で
築
く
家
庭

㊥
男
女
が
平
等
の
条
件
で
働
く
職
場
づ

ノ
＼
ｈ
ソ

㊥
地
域
社
会
へ
の
男
女
の
共
同
参
加

▼
字
数
、
本
文
は
4
百
字
詰
原
稿
用
紙

3
枚
程
度
と
し
、
冒
頭
に
テ
ー
マ
、

末
尾
に
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
、
住

所
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

▼
応
募
締
切
3
月
1
0
日
ま
で

▼
応
募
先
及
び
問
合
せ
先

福
岡
県
民
生
部
婦
人
対
策
室
（
曾
0

9

2

・

7

4

1

・

6

4

4

1

）

－

福

岡
市
中
央
区
天
神
1
丁
目
1
番
1
号

春の火災予防運動

一火の元には十分注意を～

火災予防期間中の3月7

日から3月13日まで毎日朝

7時と夜8時にサイレンを

鳴らします。

2月は青空駐車等指導取締り強化月間一他人の迷惑になることはやめましょう
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乳

　

ガ

　

ン

　

検

　

診

申
込
み
多
数
に
つ
き
、
再
度
検
診
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
2
5
日

受
付
け
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▼

料

金

無

料

　

や

ふ

∵

↑

▼
申
込
み
、
2
月
2
6
旧
か
ら
蛋
衛
生

係
（
定
員
6
0
名
、
電
話
で
も
可
）

母

　

親

　

学

　

級

▼
日
時
　
3
月
2
日
・
9
日
・
1
6
日

は
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館
　
1
6
日
は
農
業

田
地
セ
ン
タ
ー
（
農
協
横
）

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

母

子

手

帳

交

付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
、
必
ず
1
0
時
ま

で
会
場
に
お
こ
し
下
さ
い
。

▼
月
日
　
3
月
2
日
・
1
6
日

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

老

　

人

　

検

　

診

▼

日

時

　

3

月

9

日

～

1

0

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
所
　
机
山
荘

▼
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

▼
内
容
　
検
尿
、
血
圧
、
個
人
相
談

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
よ
る
料
理
実
習

今
回
は
減
墟
食
と
乳
製
品
実
習

▼
日
時
　
3
月
1
2
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
場
所
　
古
賀
公
民
館

3
月
の
轟
詣
相
談

▼

日

時

　

3

月

6

日

・

1

2

日

・

1

9

日

・

2

6

日

、

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

梅
ノ
木
団
地
入
居
者
募
集

▼
モ
デ
ル
ル
ー
ム
公
開

2
月
2
1
Ｒ
Ｔ
（
3
月
1
日
現
地
で

▼
申
込
み
、
聞
合
せ
は
日
本
住
宅
公
団

北
九
営
業
所
（
書
5
6
1
・
3
1
3

4
）
ま
で

星
ケ
丘
団
地
（
中
間
市
）

県
住
宅
公
社
入
居
者
募
集

▼
田
地
名
　
星
ケ
丘
団
地
（
通
谷
）

▼
募
典
戸
数
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
5

階
建
、
3
棟
1
2
0
戸

▼
間
ど
り
　
6
・
6
・
Ｈ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
　
　
3
2
2
2
0
円

（
傾
斜
家
賃
の
た
め
毎
年
1
5
0
0

円
、
5
年
間
増
額
〕

▼
申
込
期
間
　
3
月
6
日
～
1
2
日

連
絡
先
及
び
く
わ
し
く
は
県
住
宅
供

給

公

社

（

奮

0

9

2

・

7

2

1

・

1

3

1

1

）

ま

で

新
規
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
え
募
集
中

同
好
会
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ

て
運
動
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
愛
好
者

人
口
の
普
及
を
め
ざ
し
、
初
心
者
を
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

▼
練
習
日
　
毎
週
2
回
、
月
曜
白
（
1
9

時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分
）

▼
場
所
　
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
会
費
　
千
円
（
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

同
好
会
会
員
募
集

町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
、
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愛

さ
れ
て
い
る
万
を
募
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。
希
望
者
は

▼
事
務
局
　
役
場
内
・
荒
巻

眉
女
年
怜
服
問
い
悠
せ
・
肇
〟
ト

無
線
墳
墓
の
改
葬

▼
基
地
所
在
地
　
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城

町
稚
木
舟
橋
3
8
8
0

▼
連
絡
先
　
木
城
町
役
場
（
曾
0
9
8

3
3
・
2
・
2
8
1
1
）

粗
大
ゴ
ミ
は
事
前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
収
集
白

の
二
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
庭
電
気
製
品
、
家
具
、
楚
呉
、
布

団
、
ベ
ッ
ド
、
畳
、
ト
タ
ン
、
一
斗
缶
、

自
転
革
な
ど

左
記
ま
で
ご
達

▼
練
習
日
　
毎

雅
一曜
日

1

9

時

～

2

1

時

▼
会
場
　
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

3月のし尿汲取予定日

2日　頃宋（1、3、4、7、16区）、猪熊

3日　頃宋（1、2、3、7、10区）、林住

宅、垣添、猪熊

4日　頃宋（22、23区）、鯉口（吉田二6区
富田三5区）、猪熊

5日　頃宋（22、24区）、御輪地（吉田二
1、2区）、鯉口（吉田三2、5、6

区）、新生街（山のロ田地）、頃宋（

15、25区）、猪熊

6日　御輪地、車返し（吉田三6、11区）、

鯉口Ｃ吉田三1、2、3、5区）、猪
熊、15日まわり

7日　緑風園、松栄荘、頃宋（18区）、頃未
（5、12、13区）

9日　中央区（頃宋17、19、20、21区）、松

栄荘、美吉野、頃末（5、12、13区）

10日　中央区（頃宋9、10、20、21、みずま

き苑）、美吉野、古賀、新生街

11日　片山、川端通り、本村、二、下二、美
吉野、古賀、机

12日　大橋県道筋（吉田二、3、5、6区）
‾‾‾‾題ニ

ヌメリ石、宮尾、本村、二、卸輪地、

頃未（6、11、14区）古賀区、高松区

13日　大橋県道筋（富田二、3、4、6、9■．
区、イワゼ町住）、月夜待、車返し、

宮の下、頃宋（6、11、14区）

14日　下二町住、二町住、宮の下、机社宅、

樋口、卯月

16日　吉田団地（37～43、46－52棟）、ニ町

住、商店街（吉田一3区）、申樋口

17日　吉田団地（19－22、28～36、44、45、

53～57、94－101枚）、猪熊

1別ヨ．吉田団地Ｃ3－6、8－10、16～18、

24－27、60－65、83－85、102～113

棟）、猪熊

柑日．吉田団地（1、2、7、11－15、67～

71、76－82、86－93、105、108棟）

20日　下二（1、2、3区）、吉田団地（72

～73棟分譲）、猪熊町住、15日まわり

23日　二、野間町住、本村、古賀県住
24日　幼稚園通り（伊左座3、5区、二1、

2区、双葉荘、下二4、10区）、伊左
座

26日　幼稚園通り（伊左座3、5区、下二5

6、7区）

27日　みずほ団地、古賀区（梅ノ木団地側）

28日　みずほ団地、梅木ノ区

ノ

今月の納期　固定資産税……4期分　2月28日まで
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